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製品を安全にお使いいただくために 
●お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために、守っていただきたい事項を説明しています。正しく使

用するために必ずお読みになり、内容を良く理解された上でお使いください。 
●9章の注意点・その他を、必ずお守りください。 
●本製品は、予告なく仕様変更を行う場合があります。 
●本製品をご使用になるには、コンピュータ、ハードウェア、ソフトウェアの知識が必要です。 
●本製品は、静電気に弱いので、プリント基板の配線部分や、電子部品を触らないよう、ご注意下さい。ボードを持つ場合、基板の板端を持って下さい。 
●本製品は、厳重な品質管理のもとに製造しておりますが、故障等により、設備への重大な被害、損失の発生が予想される場合、安全対策を施して下さい。 
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MultifunctionI/O-X2 series 

1.概要 
MultifunctionI/O-X2 シリーズの最高速モデル ADXⅡ14-90M-PCIEX は独立 A/D デバイスによる高速同時サンプリングを実現した、 
マルチファンクション I/O です。高速アナログ入力 2CH、高速アナログ出力 2CH、デジタル入力 6CH、デジタル出力 4CH、エンコーダーカウンタ

1CH、周波数カウンタ 1CH、PWM4CH の豊富な I/O を備え、さらに多機能トリガ、大容量リングバッファの搭載は、連続の高速・長期デ－タ収集

に威力を発揮します。高精度薄膜抵抗の導入、全アンプ独立リップルフィルタ、大容量フィルタ搭載正負2電源など、アナログ系の性能も高く、誤差

の少ない計測が可能です。オシロスコープをエミュレートするサイクリックトリガも搭載されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FPGA(350,000LogicGate) 
 

AnalogInput 
◆2 チャンネル 14Bit/90MHz 同時サンプリング 
◆オーバサンプリングデジタルフィルタ（プリフィルタ）。 
◆ポストデジタルフィルタ(16 次ローパス 1 次ノイズシェーパー) 
◆バイポーラ入力 
◆高精度薄膜抵抗で高い直流精度 
◆電源 ON/OFF 全状態での過入力保護 
◆50(75)Ω/30KΩ入力インピーダンス切替 

AnalogOutput 
◆2 チャンネル 16Bit/50MHz 
◆バイポーラ出力 
◆高精度薄膜抵抗で高い直流精度 
◆短絡保護 
◆50(75)Ω出力インピーダンス 
◆カウンター／カウンタラッチ連動 

DigitalInput 
◆6 チャンネル 
◆マルチレベル(TTL、LVTTL、無電圧接点) 
◆チャタリングキャンセラー(デジタルフィルタ) 
◆電源 ON/OFF 全状態での過入力保護 

DigitalOutput 
◆4 チャンネル 
◆TTL、LVTTL 
◆短絡保護 

Ring-buffer and trigger-engine 
◆アナログ＆デジタル入出力を同一サンプリングクロックで 

高速＆連続 I/O する 1048576 サンプル x2 バンクリングバッファー 
◆開始／停止独立のトリガコントローラ 
◆多様なトリガモード 

アナログエリア／エッジ、デジタルパターン／エッジ、 
カウンタコンペアパターン／エッジ、計測サイズ（停止のみ） 

◆トリガソース切り替え、トリガディレイ、トリガイネーブル 
◆デジタル入力の変わりにカウンタ値をリングバッファ入力にできる 
◆サイクリックトリガ（繰り返し）と可変バッファでオシロスコープをエミュミレート 

DIO function 
(Counter,PWM,strobe,latch,event) 
◆32Bit エンコーダカウンタ×1 チャンネル 
◆カウンタコンペア（大小一致）のデジタル出力連動・割り込み連動 
◆周波数カウンタ×1 チャンネル 
◆DI 割り込み(立上り、立下り、デュアルエッジ)×4 チャンネル 
◆PWM×4 チャンネル 
◆以上の機能をデジタル入出力にマッピング可能 
◆ストローブラッチ 

PCI-Expressx4 インターフェースエンジン 
・バスマスタ、バースト転送機能、割り込み駆動 
・MultifunctionI/O 側からのウェイト動作なしの高効率 
・PCI-Expressx4 構成で少ないバス負荷 

ADiox2-API ライブラリ／WDM ドライバ 
・最新鋭 ADiox2-API  
・Windows10(64/32Bit)、Windows8.1(64/32Bit)、 
Windows8(64/32Bit)、Windows7(64/32Bit)、 
WindowsVista(32Bit)、WindowsXP(32Bit) 

・信号解析、高速ファイル保存、波形生成等などのプレゼンス機能搭載 

PowerSuply 
◆DC/DC コンバーター直後の多段 LCπ型フィルタ 
◆正負 2 電源による高 D レンジ 
◆全アンプ独立リップルフィルタによる低雑音 
◆6 層基板のうち 4 層を電源に使用 

略語について・・・本文には以下の略語が多く使われます。 
AIxx はアナログ入力 xx チャンネルを表します。 
AOxx はアナログ出力 xx チャンネルを表します。 
DIxx はデジタル入力 xx チャンネルを表します。 
DOxx はデジタル出力 xx チャンネルを表します。 

PCI-Express ブリッジ 
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MultifunctionI/O-X2 series 

MultifunctionI/O-X2-series ラインナップ・機能比較 
 
  ADXⅡ85-1M-PCIEX 

 
ADXⅡ42C-2K-Ethernet 

ADXⅡ42C-WiFi 
ADXⅡ42C-CORE 

ADXll42FE-MPU 
ADXll42-250K-Ethernet 

ADXll42FE-CORE 

ADXⅡ14-90M-PCIEX 

要約 高速・高レスポンス・低負荷 
PCI-Express 

オールインワン 
信号調節付リモート I/O 

超高速・超低負荷 
PCI-Express 

弊社テスト環境における 
連続最高サンプリング速度 
 

1MHz 
(AI1,DI16,AO1,DO16) 

2KHz 
 (AI1,DI16,AO1,DO16) 

 

90KHz 
(AI1,DI16,AO1,DO16) 

110KHz 
(AI1,DI16) 

 

45MHz 
(AI2,DI4) 

11.25MHz 
(AI2,DI4,AO2,DO4) 
(AO は三角波出力) 

アナログ入力 
入力点数 シングルエンド 16ch／差動 8ch 8ch 2ch 
サンプリング周波数／量子化ビット数 1MSPS-16Bit 2KSPS-16Bit 250KSPS-16Bit 90MSPS-14Bit 
入力レンジ ±10V/±5V/±2.5V/ 

±1.25V/+10V/+5V/ 
+2.5V/+1.25V 

±10V/±1V/±100mV/±10mV/ 
熱電対各種/白金測温抵抗体/4-20mA 等 

±0.5V 
 

各チャンネル独立 A/D × ○ 
稼動中の動的校正 ○（ゼロ・ゲイン） ○（ゼロ） × 
オーバサンプリングデジタルフィルタ × ○ 
デジタルフィルタ（単一チャンネル） 5 次/16 次ローパスフィルタ 8 次ローパスフィルタ 5 次/16 次ローパスフィルタ 
デジタルフィルタ（複数一チャンネル） 4 次移動平均フィルタ 8 次ローパスフィルタ 5 次/16 次ローパスフィルタ 

アナログ出力 
出力点数 5ch 

(リングバッファ接続可 1ch) 
2ch 

(リングバッファ接続可 1ch) 
2ch 

(全 ch リングバッファ接続可) 
サンプリング周波数 

／量子化ビット数 
1MSPS-16Bit×1ch 
 1KSPS-16Bit×4ch 

2KSPS-16Bit×2ch 192KSPS-16Bit×2ch 50MSPS-16Bit×2ch 

応答速度 3us×1ch／10ms×4ch 10ms 11us 10ns 
出力レンジ ±5V/±2.5V/±1.25V/ 

+10V/+5V/+2.5V×1ch 
+10V×4ch 

+10V×2ch ±1V 

デジタル入出力 
入力点数 32ch 16ch 6ch 
出力点数 32ch 16ch 4ch 
チャタリングキャンセラ ○ 
ストローブ入出力（ラッチ） ○ 
デジタル入力割り込み 16ch 4ch 

リングバッファ及びトリガエンジン 
アナログデジタル入力リングバッファ 13KBytex2bank 4KBytex2bank 4MBytex2bank 
アナログデジタル出力リングバッファ 13KBytex2bank 4KBytex2bank 4MBytex2bank 
セカンダリリングバッファ リングバッファの 1～512 倍 × 
アナログトリガモード 立上りエッジ／立下りエッジ／インレンジ／アウトレンジ／デュアルスロープ 
デジタルトリガモード（カウンタトリガ） パターン／立上り／立下り（いずれもマスク設定付き） 
その他のトリガモード リングバッファバンク数による停止カウンタ／無条件トリガ／トリガイネーブル（間欠動作可） 
アナログトリガソース 入力 1ch／出力 5ch 入力 1ch／出力 2ch 入力 2ch／出力 2ch 
デジタルトリガソース 入力／ラッチ値／出力／カウンターコンペア 
ポストトリガ（トリガディレイ） 65536 サンプル 
プリトリガ 32 サンプル × 256 サンプル 
スタート・ストップトリガ 全パラメタで開始停止独立（プリトリガのみ開始だけ） 
チャンネルシーケンサー 1/2/4/8/16ch 1/2/4/8ch 同時サンプル 2ch 
プリライト（初期出力バッファ書込み） ○ 
ポストリード（最終残留データ読出し） ○ 
エンコーダカウンタのリングバッファ接続 ○ × 
外部クロック 出力 × 入力 
サイクリックトリガ × ○ 

カウンター 
32Bit エンコーダカウンター 4ch(ABZ 相) 1ch(ABZ 相) 
動作モ－ド 4 倍／2 倍／1 倍／アップダウンパルス 
ラッチ 32Bit のライブ値のほかに、ラッチレジスタを装備、ラッチ専用入力を定義 
コンペア ソフトウェアで書き込んだ基準値もしくは隣接カウンタと比較して、大／小／一致／不一致を算出 

デジタル出力／割り込みに連動／トリガソースに連動できる 
25Bit 周波数カウンター 4ch 1ch 

PWM 
12BitPWM 16ch 4ch 
位相設定 1.40625 度単位 
パルス発生回数設定 1-256 回、または無制限 
PWM サイクル(周期) 7 段階可変 

その他 
温度センサー 13Bit × 
接続方法 PCI-ExpressX4 Ethernet 又は WiFi PCI-ExpressX4 
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MultifunctionI/O-X2 series 

2．基本仕様 
 
 ラインナップ  以下の 4 モデルがあります。 

ADXⅡ14-90M-PCIEX-BP75 PCI-ExpressX4／バイポーラ 75Ω入力 
   ADXⅡ14-90M-PCIEX-BP50 PCI-ExpressX4／バイポーラ 50Ω入力 
 外形寸法  ：175.0(±1.0)×120.0mm(±1.0) コネクタ・ブラケット含む 
   ：160.3(±0.5)× 94.7mm(±0.5) 基板サイズ 

使用電源  ：+3.3V(2.8A)、+12V(0.82A) 
消費電力  ：19.08W 
周囲温度   ：0～50℃ (動作時) －35～85℃ (保存時) 
湿度  ：10～90%RH(動作時：結露なきこと) 
付属品  ：CDROM（ハードウェア仕様書、API リファレンス、ドライバ、SDK）、保証書、見開き式のドキュメント（オプション） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ADXⅡ14-90M-PCIEX 概観 

A/D 入力プリアンプ 
高速広帯域オペアンプと差動

入出力オペアンプ、薄膜抵抗

を使用したシングルエンド→差

動変換プリアンプ。フルスケール

レベル調整、コモンモード電圧

調整も行う。 

インターフェースコネクタ 
アナログ入出力、クロック入力

は BNC コネクタを、デジタル入

出力はヘッダー～ハーフピッチ

DSUB コネクタ（別基板）を使

用します。 

A/D コンバーター 
ヒートシンク下にワンチップデュア

ル 14Bit90MSPS パイプライ

ン型差動 A/D コンバータが配

置されます。 

DC/DC コンバーター 
高 D レンジ、高 S/N 比を実現

するため、アナログ回路に±5V
の電源を提供します。π型の

大容量フィルタを追加、雑音レ

ベルを低減。 

D/A コンバーター 
2 個の 16Bit50MSPS の差動電

流出力 D/A コンバーター。薄膜抵

抗で電圧に変換し、4 相差動アン

プでシングルエンドに変換されます。 

リングバッファメモリ 
FPGA 周辺に配置された 
4 個の SRAM で、32MBitx2 バンク 
の大容量リングバッファを構築します。 
アナログデジタル入出力データをバッファ 
し、連続でのデータ収集の負荷を軽減

します。 

大容量セラミックコンデンサ 
装置の MTBF を低下させる電解コン

デンサの変わりに大容量のセラミックコ

ンデンサを使用。高域インピーダンスが

低いので雑音低減にもつながります。 

システムコントロール IC 
大容量 FPGA には、主要機

能、PCI バスマスタコントローラ

はなどが集積されます。 

PCI-ExpressX4 コントローラ 
PCI-Express 物理層、66MHz-PCI 
ブリッジ等が実装されます。 
バスマスタ転送によって CPU に負荷を 
かけない設計です。瞬間最大速度は 
PCI バスの 8 倍に達します。 

AO0 ← 

AO1 ← 

AI1 → 

AI0 → 

CLK → 

クロックジェネレータ 
30MHz と 25MHz の低ジッタ・クロックジェネレータ。

これを PLL で 90MHz と 75MHz に変換してサンプ

リングクロックを生成します。これを分周するなどして

A/D、D/A に供給します。 

プリント基板 
両面実装・多層ガラスエポキシン基

板で、最短の配線距離、インピーダン

スの低い電源・グラウンドプレーンを実

現。裏面の実装部品を増やすこと

で、部品の集中を避け、配線に余裕

を持たせることが出来ました。 

ボルテージリファレンス 
15ppm/℃(typ)の±2.5V 
基準電圧発生器。 
アナログ回路の様々な箇所に 
供給される。 
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MultifunctionI/O-X2 series 

3．インターフェース仕様(コネクタジャンパ・入出力規格) 
 
3.1 コネクタ・ジャンパ一覧 

  内容 部品番号 コネクタ形状 
 アナログ出力チャンネル0コネクタ CN2 BNCコネクタ 
 アナログ出力チャンネル1コネクタ CN1 BNCコネクタ 
 アナログ入力チャンネル0コネクタ CN4 BNCコネクタ 
 アナログ入力チャンネル1コネクタ CN3 BNCコネクタ 
 クロック入力コネクタ CN5 BNCコネクタ 
 デジタル入出力コネクタ JP7 20pinピンヘッダ 

28pinハーフピッチコネクタ変換基板付属 
 アナログ入力チャンネル0入力インピーダンス切り替えジャンパ JP5 3pinピンヘッダー 
 アナログ入力チャンネル1入力インピーダンス切り替えジャンパ JP4 3pinピンヘッダー 
 外部クロック/デジタル入力チャンネル4入力切替 JP1 3pinピンヘッダー 

 
3.2 デジタル入力 
等価回路を右に示します。入力開放時の安定用プルアップ抵抗と、保護回路で構成されます。プ

ルアップ抵抗は FPGA 内蔵のため 10～50KΩとバラツキが大きいので注意してください。無電圧接

点やオープンコレクタ、オープンドレインの信号も受信できます。 
 

点数  ：6 チャンネル 
規格  ：TTL/LVTTL(電圧正論理) 

  サンプリング周波数 ：A/D のサンプリング周波数でサンプリング 
 最大許容入力電圧 ：+9.0V (長時間の過電圧は避けてください) 

内部プルアップ ：10～50KΩ/3.3V (DI4 のみ 1KΩのプルダウン抵抗を設定可) 
バッファトリガエンジン ：DI3～0 に割付可 
外部クロック入力 ：DI4 に割付可 
ラッチ用ストローブ ：DI5 に割付 
トリガイネーブル ：DI5 に割付 
割り込み  ：DI3～0 に割付可 
エンコーダカウンター ：DI3～0 に割付可 
周波数カウンター ：DI3 に割付 
トリガソース  ：DI5～0 に割付可 （パターントリガ・エッジトリガ共に） 

 

3.3 デジタル出力 
等価回路を右に示します。出力の 330Ωは短絡保護用です。 

 
点数  ：4 チャンネル 

 規格  ：LVTTL レベル(電圧正論理) 
  サンプリング周波数 ：D/A のサンプリング周波数でサンプリング 

 出力インピーダンス ：330Ω(±5%) 
  最大出力電流 ：10mA 

外部クロック出力 ：割付不可 
バッファトリガエンジン ：DO3～0 に割付可 
PWM  ：DO3～0 に割付可 
トリガソース  ：DO3～0 に割付可（パターントリガ・エッジトリガ共に） 

 

3.4 アナログ入力 
等価回路を右に示します。切り替え式入力抵抗+保護回路を経てアンプに入ります。 

 
点数  ：2 チャンネルシングルエンド(同時サンプリング) 

 A/D コンバータ ：14Bit90MSPS×2 
サンプリング周波数 ：90MHz/75MHz/45MHz/37.5MHz/22.5MHz 

/18.75MHz/11.25MHz/9.375MHz /5.625MHz/4.6875MHz 
  ＜連続して長時間、動作できる周波数は環境、ソフトウェアにより異なります＞ 
  ＜連続動作時間が長いと、オーバーランの発生リスクも増大します＞ 
  ＜上記周波数は、動作周波数を保証するものではありません、設定可能な周波数です＞ 
バッファトリガエンジン ：AI1～0 に割付可（DI をバッファする場合には 14Bit、DI をバッファしない場合 16Bit） 
トリガソース  ：AI1～0 に割付可 
入力レンジ  ：±0.5V 
入力インピーダンス ：75Ω(±0.05%)／30KΩ(0.5%)切り替え式 (ADXⅡ14-90M-PCIEX-BP75) 
  ：50Ω(±0.05%)／30KΩ(0.5%)切り替え式 (ADXⅡ14-90M-PCIEX-BP50) 
最大許容入力 ：±8.0V (長時間の過電圧は避けてください) 
周波数特性  ：53MHz-3dB (信号源の出力インピーダンス 50Ωの場合) 

  温度係数  ：±34.0ppm/℃ typical (オフセット) ／±69.7ppm/℃ typical(ゲイン) 
  高調波歪率 ：THD2=-85.0dB、THD3=-85.0dB (90KHz±0.45V,5.625MSPS,デジタルフィルタなし) 
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ノイズフロア FFT ：Console2 （入力開放、入力インピーダンス 50Ω、グリッド 15dB 単位、0～-120dB レンジ、時間軸 2x） 
     （緑 ch1、黄 ch2・・・・ch2 のほうがノイズが少なめ） 
 

 デジタルフィルタ OFF デジタルフィルタ ON(16 次) 
5.625MHz 
（-88dB/-90dB） 

  
11.25MHz 
（-85dB/-90dB） 

  
22.5MHz 
（-75dB/-88dB） 

 
45MHz 
（-68dB/-83dB） 

  
90MHz 
（-60dB/-69dB） 
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3.5 アナログ出力 
等価回路を右に示します。出力抵抗は短絡保護と簡易ローパスフィルタを兼ねます。 

 
点数  ：2 チャンネル 

 D/A コンバータ ：16Bit 50MSPS 
サンプリング周波数 ：45MHz/37.5MHz/22.5MHz/18.75MHz/11.25MHz/9.375MHz /5.625MHz/4.6875MHz 
  ＜連続して長時間、動作できる周波数は環境、ソフトウェアにより異なります＞ 
  ＜連続動作時間が長いと、オーバーランの発生リスクも増大します＞ 
  ＜上記周波数は、動作周波数を保証するものではありません、設定可能な周波数です＞ 
出力レンジ  ：±1V 
出力インピーダンス ：75Ω 又は 50Ω(±0.05%)  

 最大出力電流 ：13.3mA 
 応答速度  ：10ns (10%～90%、サンプリング速度に依存せず) 

周波数特性 ：91.8MHz-3dB 
  SN 比  ：86dB （5.625MSPS、雑音は平均値換算） 
  高調波歪  ：THD2 -64dB、THD3 -68dB  （20KHz、±0.8V、5.625MSPS、アンチエイリアスフィルタなし） 
  オフセット温度係数 ：±15.0ppm/℃ typical 
  ゲイン温度係数 ：±52.0ppm/℃ typical 

バッファトリガエンジン ：AO1～0 に割付可（DO をバッファする場合には 14Bit、DO をバッファしない場合 16Bit） 
トリガソース  ：AO1～0 に割付可 
カウンタ駆動 ：AO1 のソースをカウンターBit31～16、AO0 のソースをカウンターBit15～0 に割り当てられます。 
  ：カウンターはラッチ値、ライブ値を選択可。 

 
3.6 エンコ－ダカウンター／パルスカウンター 

点数  ：1 チャンネル 
 形式  ：4 倍速エンコーダー、2 倍速エンコーダー、1 倍速エンコーダー、パルス 

ビット長  ：32Bit 
コンペア  ：一致、大、小、範囲内 

 サンプリング周期 ：66MHz 
バッファトリガエンジン ：割付不 
入力  ：ABZ 相を DI2～0 に割付、Y 相（ラッチ）を DI3 に割付 
コンペア出力 ：DO3～0 に割付可、割り込みソースとして使用可 
バッファトリガエンジン ：割付不 
アナログ出力連動 ：割付可、詳細については第 6 章 1 節を参照のこと 

 
3.7 周波数カウンター 

点数  ：1 チャンネル 
ビット長  ：26Bit 

 ゲート周期  ：1sec、100msec、10msec、1msec 
サンプリング周期 ：66MHz 
バッファトリガエンジン ：割付不 
入力  ：DI3 に割付 

 
3.8 トリガ・リングバッファ 

トリガ種類  ：リングバッファへのデータ収集開始、及び停止 
トリガ検出方法 ：アナログレベル／立上り or 立下り or 範囲内 or 範囲外 or デュアルエッジ 
  ：デジタル／パターン（マスク可） or 立上りエッジ or 立下りエッジ or 両エッジ 
  ：無条件、ストップカウンター（停止トリガのみ） 
プリトリガ  ：256 サンプル 
トリガディレイ ：0～65535 
トリガイネーブル ：DI5 に割り付け 
バッファサイズ ：1048576 ダブルワード×2 バンク 
リングバッファ対象 ：AI1～0、DI3～0、AO1～0、DO1～0・・・全同期 

 

3.9 プリデジタルフィルタ+デシメータ 
ADXⅡ14-90M-PCIEX の A/D コンバーターは 90MHz もしくは 75MHz

の 2 つの周波数でのみサンプリングしています。他のサンプリング周波

数はこれをフィルタと間引きによって生成しています。 
従ってサンプリング速度を落とすほど雑音レベルが低減されます。更

に A/D コンバーターはサンプリング速度により、利得やオフセットが変動しますから、

サンプリング速度が変動しない本方式は、直流性能（オフセットやゲインエラー）も一定です。 
上図は、サンプリング周期を 22.5MHz とした場合で、A/D コンバーターは 90MHz のサンプリング周期で動作し、 

これを 4 サンプル平均して 1 サンプル＝22.5MHz を得ます。 
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3.10 ポストデジタルフィルタ 
＜特性＞ 
アナログ入力は、A/D 変換後、プリデジタルフィル

タ+デシメータの処理を終えた後、デジタルフィルタ

を通過させる設定を選択できます。デジタルフィルタは 5
次 FIR と 16 次 FIR の切り替え式で、2 つのアナログチ

ャンネルで独立しています。急峻な減衰特性と、直線位

相特性を持っており波形歪を最小にすることができます。

以下は、それぞれの特性です。遮断周波数(-3dB)は 5
次で約 Fs/6、16 次で Fs/12 です(Fs はサンプリング周

波数)。16 次を使った場合。1/4Fs 以上で-57dB 以

上の減衰特性が得られます。 
 

＜ノイズシェーパー＞ 
デジタルフィルタは、内部演算精度 18Bit ですが、演算

誤差を切り捨てず、ノイズシェーパ－で局部帰還をかける

ことができます。ノイズシェーパーは、本来 18->16Bit で

切り捨てられるべき値を、1 サンプル遅延して帰還させま

す。誤差が帰還ループ内で積算していくことで、積算した

誤差がLSB(最小ビット)相当になると、出力が1増分し

ます。例えば誤差が 0.25LSB であれば 4 サンプルに 1
回 1LSB 増分します。平均すると 16Bit 以下の 18Bit
相等の階調が再現されます。但し、最下位ビットがバタ

つくため、こうした症状を嫌うアプリケーションのため、OFF
にすることも出来ます。 

 
 
 
 
 

サンプリング周波数 40MHz 
の場合の特性 

１次ノイズシェーパー 
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3.11 DIO インターフェース（JP7、28pin ハーフピッチコネクタ）詳細 
 

JP7 
(型番 HIROSE HIF3FC-20PA-2.54DSA(71)) 

 サブ基板 CN1 
(型番 HIROSE DX10A-28S(71)) 

ピン番号 内容 ピン番号 内容 ピン番号 内容 ピン番号 内容 
1 DO0 2 GND 1 DO0 2 GND 
3 DO1 4 GND 3 DO1 4 GND 
5 DO2 6 GND 5 DO2 6 GND 
7 DO3 8 GND 7 DO3 8 GND 
9 DI0 10 GND 9 DI0 10 GND 
11 DI1 12 GND 11 DI1 12 GND 
13 DI2 14 GND 13 DI2 14 GND 
15 DI3 16 GND 15 DI3 16 GND 
17 DI4 18 GND 17 DI4 18 GND 
19 DI5 20 GND 19 DI5 20 GND 
 21 未接続 22 GND 

23 未接続 24 GND 
25 未接続 26 GND 
27 未接続 28 GND 

 
3.12 ジャンパ（※下記以外のジャンパは絶対に操作しないでください） 

内容 部品番号 状態 1 状態 2 
AI0 入力インピーダンス切り替え JP5 1-2 ショート:30KΩ 2-3 ショート:50Ω又は 75Ω 
AI1 入力インピーダンス切り替え JP4 1-2 ショート:30KΩ 2-3 ショート:50Ω又は 75Ω 
DI4 入力端コネクタ切替 JP1 1-2 ショート:JP7 2-3 ショート:CN5 (BNC) 
DI4 入力インピーダンス切り替え JP9 オープン: 10～50KΩ（プルアップ） ショート: 1KΩ（プルダウン） 

 

3.13 アンチエイリアスフィルタ・スムージングフィルタ 
＜アナログ入力＞   アナログ入力にサンプリング周波数の 1/2 以上の周波数スペクトルを有する信号を入れると、エイリアス（折り返し雑音）が発

生します。本製品はサンプリング周波数が可変であるため、アンチエイリアスフィルタは内蔵しません。もし、サンプリング周波数の 1/2 以上の周波数ス

ペクトルを有する信号を入れるような場合には、アンチエイリアスフィルタを通して本ボードに入力して下さい。 
 

＜アナログ出力＞ アナログ出力にはスムージングフィルタは入っていません。 
 

3.14 チャタリングキャンセラ（デジタル入力） 
スイッチやメカニカルリレーでは ON/OFF切り替え時の瞬間にチャタリングが生じる可能性

があります。（切り替えの瞬間、非常に短い周期で ON-OFF-ON-OFF を繰り返しなが

ら状態が遷移していくこと） これによりカウンターが飛んだりする誤動作が考えられます。本製品は、チャタリングを防止するチャタリングキャンセラーを内

蔵しています。チャタリングキャンセラーにより応答速度は低下するので、OFF にすることができます。高速のパルス信号を計測したい場合にはチャタリ

ングキャンセラーを OFF としてください。（※チャタリングキャンセル時間：約 15usec(本機能を on にすると、応答性は悪くなります) 
 

3.15 CARD_ID 
MultifunctionI/O-X2 シリ－ズは全機種共通のドライバ(ADiox2-API)を使用しますが、ボードの識別には CARD_ID という識

別子を使います。ADXⅡ14-90M-PCIEX には CARD_ID=28 が、ADXⅡ85-1M-PCI(EX)には CARD_ID=0～3 が、ADXⅡ

42B-2K-Ethernet、ADXⅡ42FE-250K-Ethernet、ADXⅡ52B-2K-Ethernet には CARD_ID=4～27 割り当てられます。 
 

3.16 サブ基板との接続 
本製品には、2 枚の基板が含まれます。大きい基板の JP7 はデジタル入出力コネクタで、付属ケーブルで、サブ基板と結線すれば、PCI カードスロッ

トから、28 ピンハーフピッチコネクタとして、デジタル入出力信号を外部に引き出せます。付属のケーブルは 20cm で、サブ基板と、メイン基板が隣接

スロットに装着される事を想定した長さになっております。特注の長さのケーブルも作成できますので、弊社までお問い合わせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14 1 

28 15 

 

CN1 

JP7 

1pin マーク 
1pin マーク 

メイン基板 

サブ基板とメイン基板はフラットケーブルで結線します。 
1pin 方向に注意してください。 

サブ基板(28pin ハーフピッチ D-SUB コネクタ) 



    

Page11  4/8/2020
 

MultifunctionI/O-X2 series 

4．リングバッファ・トリガエンジン 
 

4.1 大容量リングバッファ・アナログデジタル入力 
アナログ入力(14BitX2 チャンネル=28Bit)、デジタル入力 4 チャンネル(4Bit)は、統合され 32Bit の複合データになります。このデータはサンプリン

グ周期に同期して、バッファへ順次書き込まれます。バッファは同容量のものが 2 つ（2 バンク）実装され、書き込み中のバッファが満杯になると、バンク

チェンジを行って読み出しモードになります。その間は、残るバッファに書き込みを続け、データ収集を継続します。バッファからのデータ読出しはハードウ

ェア割り込みとマスターバースト（バスマスタ）転送で超高速かつ低負荷です。この動作を循環して繰り返します。この構造により割り込み発生数を大

幅に抑制し、PC の負荷を大幅に削減します。バッファーサイズは 1048576 word×32Bit×2bank と大容量です。 
（オシロスコープをエミュレートするサイクリックトリガ使用時にはバッファーサイズを可変できます） 

 
＜ポーリングとの並列稼動＞ 
リングバッファと、通常のライブ入力は、同時に平行して使用できます。リングバッファのデータは読み出しまでの時間が必要なので、瞬時値が必要な

場合には、ライブ値の読み出しが平行してできるので便利です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
4.2 大容量リングバッファ・アナログデジタル出力 
アナログ出力(14BitX2 チャンネル=28Bit)、デジタル出力 4 チャンネル(4Bit)の計 32Bit は、リングバッファの 1 サンプル 32Bit データを分離して

生成されます。この 32Bit 複合データはサンプリング周期に同期して、バッファから順次読み出されます。バッファは同容量のものが 2 バンク実装され、

読み出し中のバッファが空になると、バンクチェンジを行って、もう一方のバッファから読み出します。その間に、空になったバッファへ、次のデータをマスター

バースト（バスマスタ）転送で一気に書込み、割り込みを発生します。この動作を循環して繰り返します。この構造により、割り込み発生数を大幅に

抑制し、PC の負荷を大幅に削減します。バッファーサイズは 1048576 word×32Bit×2bank と大容量です。アナログデジタル入力側とは

完全に同期しているので、バンクチェンジ割り込みも一括して発行されます。 
 

＜ポーリングとの切り替え、16BitD/A モード＞ 
D/A 及び DO データの信号源をリングバッファ経由にするか、通常のライブ入力にするかは、ソフトウェアで選択できます。また D/A の分解能を

14BitX2ch＋DO4ch にするか、16Bitx2ch+DO0ch にするかソフトウェアで設定できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.3 多機能トリガコントローラー 
アナログデジタル入出力の各リングバッファは、トリガコントローラによって『スタート』、『ストップ』を一括して制御できます。トリガ条件は、『スタート』、

『ストップ』で独立して設定できます。トリガ種類を以下に示します。トリガを使用するには、トリガモードと、関連するパラメータを設定します。また、オシ

ロスコープをエミュレートするサイクリックトリガ機能を組み合わせられます。（詳細は 4.4） 
 

Buffer1 が満杯になると、Buffer1 と

Buffer2 のポジションが入れ替わる。 

Buffer1 DI(4ch) 

Buffer2 

AI0(14bit) 
統合 
(32bit 化) 

マスタバースト転送 アプリケーションへ 

Buffer2 DI(4ch) 

Buffer1 

AI0(14bit) 
統合 

(32bit 化) 

マスタバースト転送 アプリケーションへ 

大容量リングバッファ 

大容量リングバッファ 

AI1(14bit) 

AI1(14bit) 

Buffer1 が満杯になると、Buffer1 と

Buffer2 のポジションが入れ替わる。 

Buffer1 DO(4ch/0ch) 

Buffer2 

AO0(14bit/16bit) 
分離 
(32bit 化) 

マスタバースト転送 アプリケーションへ 

Buffer2 

Buffer1 

分離 

(32bit 化) 

マスタバースト転送 アプリケーションへ 

大容量リングバッファ 

大容量リングバッファ 

AO1(14bit/16bit) 

DO(4ch/0ch) 
AO0(14bit/16bit) 
AO1(14bit/16bit) 
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[トリガモード] 
[1]任意チャンネルのデジタル入力または、デジタル出力、カウンタコンペア出力に対する、デジタル立上りエッジトリガ 

 
 
 
 
 
 

[2]任意チャンネルのデジタル入力または、デジタル出力、カウンタコンペア出力に対する、デジタル立下りエッジトリガ 
 
 
 
 
 
 

[3]デジタル入力又は、デジタル出力、カウンタコンペア出力に対するパターントリガ(マスク可) 
 

 
 
 
 
 

[4]アナログ入力またはアナログ出力のポジティブエッジトリガ 
アナログレベルトリガモード [ソフトウェアライブラリの定義では AI_LEVEL] を指定し、

TRIG_LEVEL1<TRIG_LEVEL2 とした場合、右図に示す b の位置、立ち上りでトリ

ガ と な り ま す 。 ま ず 、 ア ナ ロ グ 信 号 レ ベ ル が TRIG_LEVEL1 以 下 の と こ ろ か ら

TRIG_LEVEL1 を上回り（a 点）、続いて、TRIG_LEVEL2 を上回った地点(b 点)でト

リガと判断されます。TRIG_LEVEL1～TRIG_LEVEL2 の領域はノイズ等に対する不

感帯（ヒステリシス）に相当します。 
 

[5]アナログ入力またはアナログ出力のネガティブエッジトリガ 
アナログレベルトリガモード [ソフトウェアライブラリの定義では AI_LEVEL] を指定し、

TRIG_LEVEL1>TRIG_LEVEL2 とした場合、右図に示す b の位置、立ち下りでトリ

ガ と な り ま す 。 ま ず 、 ア ナ ロ グ 信 号 レ ベ ル が TRIG_LEVEL1 以 上 の と こ ろ か ら

TRIG_LEVEL1 を下回り（a 点）、続いて、TRIG_LEVEL2 を下回った地点(b 点)でト

リガと判断されます。TRIG_LEVEL1～TRIG_LEVEL2 の領域はノイズ等に対する不

感帯（ヒステリシス）に相当します。 
 

[6]アナログ入力または出力のデュアルエッジトリガ 
アナログレベルトリガモード [ソフトウェアライブラリの定義では AI_LEVEL] を指定し、

TRIG_LEVEL1=TRIG_LEVEL2 とした場合、右図に示す b の位置でトリガとなりま

す。まず、アナログ信号レベルが TRIG_LEVEL1 以上のところから TRIG_LEVEL1 を上

回り（a 点）、続いて、TRIG_LEVEL2 を下回った地点(b 点)でトリガされます。 
 

[7] アナログ入力または出力のインエリアトリガ 
アナログエリアトリガモード [ソフトウェアライブラリの定義では AI_AREA] を指定し、

TRIG_LEVEL1<TRIG_LEVEL2 とした場合、右図のようなインエリアトリガ（インレンジ

トリガ）になります。アナログ信号レベルが TRIG_LEVEL1 から TRIG_LEVEL2 の範囲

内に入った地点(b 点)でトリガされます。 
 

 [8]アナログ入力または出力のエリアトリガ 1(アウトエリアトリガ) 
アナログエリアトリガモード [ソフトウェアライブラリの定義では AI_AREA] を指定し、

TRIG_LEVEL1>TRIG_LEVEL2 とした場合、右図のようなアウトエリアトリガ（アウトレ

ンジトリガ）になります。アナログ信号レベルが TRIG_LEVEL1 から TRIG_LEVEL2 の

範囲外に出た地点(b 点)でトリガされます。 
 

  [9]無条件トリガ 
無条件トリガモード [ソフトウェアライブラリの定義では BURST] を指定すると、その瞬間がトリガになります。ストップトリガでこの条

件を指定すると、無条件停止になりますので注意してください。これまでのハードウェアトリガ検出機能を使わず、ソフトウェアで開始を

コントロ－ルする場合にこのモードを使います。 
 
   [10]トリガリセット 

トリガリセットモード [ソフトウェアライブラリの定義では RESET]を指定するとトリガ条件が成立しなくなります。ストップトリガでこの条

件を指定すると、ストップ条件は成立しなくなり、ソフトウェア停止か、ストップカウンター（後述）で停止させることになります。 
 

[アナログトリガソース]  アナログトリガの場合、アナログ入力チャンネル 0、アナログ入力チャンネル 1、アナログ出力チャンネル 0、

アナログ出力チャンネル 1 がトリガ対象になります。トリガソースはスタートトリガとストップトリガで独立して設定できます。 
 

[デジタルトリガソース]  デジタルトリガの場合、デジタル入力、デジタル入力ラッチ値、デジタル出力、カウンターコンペア値 （カウ

ンターコンペア⇒DO 出力に相当するデジタル出力トリガソース） がトリガ対象になります。トリガソースはスタートトリガとストップトリガで独

立して設定できます。 

DIn]又は DO[n] 

START/STOP 

DIn]又は DO[n] 

START/STOP 

DI 又は DO 

START/STOP 

期待値以外 期待値 
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[ストップカウンター]  リングバッファーの停止条件には、ストップトリガのほかに、ストップカウンターが使えます。これはアナログ入力・

デジタル入力リングバッファを 1 単位＝1 バンクとして、指定バンク分（＝指定容量）の取り込みを行うと、自動的に取り込みを終了するも

のです。ストップトリガとストップカウンタは論理輪されますので、両方を同時に使用できます。 
 

[プリトリガ/トリガディレイ]  プリトリガは、トリガ発生よりも 256 サンプル分早めに取り込みを開始するもので、トリガ発生前の現

象を取り込むことができます。プリトリガ量は固定で、スタートトリガ・ストップトリガで共通の設定項目になります。トリガディレイは、最大

65536 サンプル遅くリングバッファ取り込みを開始するもので、トリガ発生からしばらくデータが不要の場合にこの機能を使って、データ量を

減らせます。プリトリガにトリガディレイを 0～256 組み合わせることで 0～256 サンプルの可変プリトリガにすることができます。 
 

[プリライトとポストリード] 
プリライト：アナログデジタル出力においてリングバッファの 2 バンク分とバスマスタ転送バッファの計 3 バンク相当を予め書き込めます。これに

より最初から欠損、遅延の無く出力できます。プリライトを行わない場合、3 バンク分のデータは予期しないもの、あるいは前回のバッファ内

容が出力されます。 
 

ポストリード：ストップトリガ以降データが残留しているリングバッファ 1 バンク分のデータを読み出せます。リングバッファのどこまでのデータが有

効なのかも知ることが出来ます。 
 

[デッドタイムカウンター]  スタートトリガとストップトリガが全く同じトリガソース、同じトリガモード、同じ条件設定である場合など、

スタートトリガが有効になった直後、ストップトリガも有効になって、データ収集が開始できません。デッドタイムカウンターはスタートトリガ直

後、ストップトリガ検出を指定したサンプル数無効にすることでこの問題を回避します。 
 

[サンプリングクロックジェネレーター]  90MHz/75MHz/45MHz/37.5MHz/22.5MHz/18.75MHz//11.25MHz  
/9.375MHz/5.625MHz/4.6875MHz の各種サンプリング周波数を設定できます。また外部クロックを 1/1、1/2、1/4、1/8、

1/16 のいずれかに分周して、サンプリングクロックにする設定も選べます。外部クロックは必ずしも正常動作するとは限りません。 
 
 

4.4 サイクリックトリガ 
サイクリックトリガは、オシロスコープ動作をエミュレートするもので、開始トリガでデータ収集を実施して設定されたメモリサイズに達すると、一時停止し

再びトリガ待ちになるものです。主な仕様をまとめると以下のようになります。 
 

①バッファ（メモリ）サイズは可変 
②スタートトリガ～バッファサイズまでのデータ収集を行うと、一時停止 
③ユーザアプリケーションが前記データを取り出すと、再びトリガ待ちとなり②に戻り②→③繰り返す。 

 
この動作は、オシロスコープのトリガ動作と同じものです。また、連続取り込みではなく、②で一時停止状態が入るので、PC の能力に左右されずに最

高速度のサンプリング速度を設定できます。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
4.5 トリガイネーブル 
バッファ稼動中の必要な個所を抽出して取り込む機能で、データの継ぎ接ぎが出来ます。この機能を有効にすると、DI4 がトリガイネーブル信号に割

り当てられます。トリガイネーブル信号が High 又は Open の時だけリングバッファへの読み書きが有効になります。トリガイネーブル信号を Low にする

と一時停止すなわち、リングバッファへの読み書きが停止します。この時アナログデジタル出力は最終値が保持されます。トリガイネーブル信号が High
又は Open になると再開します。前述の各種トリガモードと併用できます。本機能を使うことで、必要の無いデータを除外することができ、サンプリング

速度に比べ、平均転送速度を軽減することができますので、高速での連続計測でオーバーラン・アンダーランを回避しやすくなります。 
 

使用例 
スタートトリガ ：DI0 立ち上がりエッジ 
ストップトリガ ：DI0 立ち下がりエッジ 

 
1 スタートトリガ検出・ストップトリガ未検出の間に一時停止 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

DI0 (Start/Stop) 
DI4 (Enable) 

状態 待機 待機 待機 データ収集 データ収集 

スタートトリガ 一時停止 再開 ストップトリガ 

トリガ待ち 

トリガ発生 

指定サイズで停止 
⇒バンクチェンジ 

サイクリックトリガ設定 
スタートトリガ設定 

停止トリガ or 終了コマンド 終了 

開始 

指定サイズデータ収集 
（最大 1,048,576） 

ユーザアプリケーション 
割り込み受信～データ取得 

再開コマンド 
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2 スタートトリガが有効になる前から一時停止 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 ストップトリガが有効になる前から一時停止 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5．校正及びアナログ回路の高性能化 
 

[アナログ回路の高性能化] 
ゼロ・ゲイン変動対策 
 ：高精度基準電圧源。(15ppm/℃-typ) 
 ：薄膜抵抗。(±2ppm/℃) 

：正負 2 電源 DC/DC コンバーター 
 

雑音対策 DC/DC コンバーター出力に低インピーダンス大容量π型 LC フィルタをカスケード接続 
：超低雑音基準電圧源。(35Μv  rms) 
：各オペアンプ、アナログスイッチ、マルチプレクサ、基準電圧源などに独立して配置されたローカル電源フィルター 
：4 層基板による大面積電源プレーンの使用、基板信号線の間に可能な限り大きなシールドベタアースを使用。 
：±5V 高圧 2 電源方式で大きな D レンジを確保 

 
歪対策 ：帰還抵抗の低温度係数化で、低周波で振幅の大きな信号印加時の、歪を低減。 

：±5V 高圧 2 電源方式 
 

信頼性 ：寿命の短い電解コンデンサを排除した、電解コンデンサレス設計 

 
6．カウンタ/PWM/ラッチ/割り込み 
 

6.1 32Bit 多機能エンコーダカウンター 
本製品は、専用のカウンターボードに匹敵する、多機能で高精度の本格的な 32Bit エンコーダーカウンターを 1 チャンネルを装備します。カウンターは

以下のモードの組み合わせでご利用できます。 
 

＜カウント方式＞ 
以下の 4 種類からソフトウェアでチャンネル毎に設定できます。 

① 位相差パルス 4 倍速(4x) 
② 位相差パルス 2 倍速(2x) 
③ 位相差パルス 1 倍速(1x) 
④ アップダウンカウンター 

 
＜カウンターリセット＞ 
以下の 3 種類からソフトウェアでチャンネル毎に設定できます。いずれもソフトウェアリセットを組み合わせることができます。 

① なし 
② CCW 方向：AZ 相 1 のとき B 相立下りでリセット 又は  CW 方向：BZ 相 1 のとき A 相立下りでリセット(iCENTER=1) 
③ Z 相立上りでリセット(iCENTER=0)  

 
＜ラッチ＞ 
以下の 3 種類からソフトウェアでチャンネル毎に設定できます。 

① ソフトウェアラッチ（指定関数の呼び出しでラッチ） 
② カウントリセットに同期して、リセット直前の値をラッチ(Z-PHASE) 
③ Y 相立上りでラッチ(DI_SEL) 

 
＜エンコーダーカウンタの動作タイミングチャート＞ 
様々な動作タイミングをまとめると以下のようになります。 

DI0 (Start/Stop) 
DI4 (Enable) 

状態 待機 待機 データ収集 

スタートトリガ 一時停止 再開 ストップトリガ 

DI0 (Start/Stop) 

状態 待機 待機 データ収集 

スタートトリガ 一時停止 ストップトリガ トリガ許可 

DI4 (Enable) 
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iCENTER=0 と、iCENTER=1 以下の各カウント状況は、1 倍速・2 倍速・4 倍速の位相差パルス方式を表しています。両者の違いは、Z 相によ

る、リセットのされ方の違いです。さらに、iCENTER=0 の下のほうの Latch というところには 2 つのラッチモード(Z_PHASE=カウンターリセットで直前

の値をラッチ／DI_SEL=Y 相と呼んでいるデジタル入力の立上りでラッチ)の違いを表しています。最下部はアップダウンカウンターの動作を示します。 
 

＜割り付け＞ 
カウンターのデジタル入力(DI)への割り付けは以下の通りです。 

カウンター0 :A 相[DI0]、B 相[DI1]、Z 相[DI2]、Y 相[DI3] 
 

＜カウンターコンペア＞ 
カウンター値と、ソフトウェアから（関数から）書き込まれたレジスタの値と比較することが出来ます。比較内容は、一致（負論理で言えば不一致）、

大、小、範囲内（負論理で言えば範囲外）の 4 種類について同時に結果を出すことができます。この結果を 
 

(1) ソフトウェアで読み出す (2) 割り込みのソースにする (3) デジタル出力に割り当てる 
 

といった事に利用できます。いずれもディセーブルにできます。デジタル出力への割り当ては以下のとおりです。 
カウンター0 :一致[DO16]、大[DO17]、小[DO18]、範囲内[DO19]  

 
＜カウンター アナログ出力リンク＞ 
カウンターの出力をアナログ出力に連動させることができます。パルス入力でアナログ出力をアップダウンさせるのに使われます。 
割り当ては以下のとおりです。 

 
カウンター0 下位 16Bit :AO0  
カウンター0 上位 16Bit :AO1 

 
 ＜まとめ＞ 

カウンター1 チャンネルあたりの入出力の構成をまとめると右のようになりま

す。カウンターの結果は、割り込み、アナログ出力、デジタル出力などに

影響を与えることが出来ます。 
 

6.2 周波数カウンター 
エンコーダーカウンターと独立した周波数カウンタを搭載しています。スペックは以下のとおりです。 

 
ゲート周期  ：1sec/100msec/10msec/1msec 
カウンター長 ：25Bit 
実装  ：1 チャンネル (DI3) 

 

6.3 PWM ジェネレーターx4ch 
高機能 PWM ジェネレータを 4 チャンネル搭載しています。 

 
① 12Bit デューティー比設定 
② 8Bit 位相設定(360/256 度=1.40625 度単位で位相を指定) 
③ 8Bit パルス発生回数指定(1-256 回でパルス発生を自動停止、0 を指定すると連続無制限) 
④ 周期 8 段階 1.986msec,3.972msec,7.944msec,15.89msec,31.78msec,63.55msec,127.1msec,254.2msec 

  ⑤ 実装チャンネル数=4 チャンネル 
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  ※周期のみ全チャンネルで共通の設定項目になります。それ以外は各チャンネル毎に設定可 
 
 
   
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
＜割り付け＞ 
PWM ジェネレーターのデジタル出力(DI)への割り付けは以下の通りです。 
PWM00:DO0 PWM01:DO1 
PWM02:DO2 PWM03:DO3 

 

6.4 ストローブ送信・受信 
データラッチを行うストローブを送信・受信できます。この動作はマイコン等のリードストローブ・ライトストローブと同じです。 

 
＜ストローブ受信(リードストローブ)＞ 
ストローブ入力をトリガとして、6 チャンネルのデジタル入力をラッチレジスタにメモリすることが出来ます。この動作は、リングバッファー、ライブ値のポーリン

グ、各種カウンター動作と並列に動作させることが出来ます。と並列に動作させることが出来ます。ストローブ受信入力は DI5 を使用します。以下に

タイミングチャートを示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ストローブ送信(ライトストローブ)＞ 
デジタル出力の更新と同時に、ストローブパルスを生成できます。これにより、ストローブでのデータラッチ機構をもったシステムとのデータのやりとりが容

易になります。ストローブパルスの長さは 4.98us で、ハードウェア上のパルスジェネレーターで安定した高速のパルスを生成します。ストローブ送信出

力は DO3 を使用します。以下に生成のタイミングチャートを示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.5 DI 割り込み x4ch 
デジタル入力のエッジに対して割り込みイベントの発生を設定できます。エッジは立上り、立下り、両エッジを指定できます。 

エッジ :無効、立上り、立下り、両エッジ(立上り・立下りの双方) 
割り付け : DI0～DI3 

 
6.6 DO への各種機能のマッピング 
デジタル入力に割り付けられた全ての機能（エンコーダカウンタ、周波数カウンタ、ラッチ、ポーリング、DI 割り込み等）を同時に並列動作させて使うこと

ができます。しかし、出力は複数の制御を同じ DO チャンネルから出すことはできないので、優先順位が決められています。すなわち、1 つの DO チャ

ンネルに接続できる、制御出力は 1 つだけです。 
 

優先順位 1: ストローブ出力(DO3 のみ) 
  優先順位 2: カウンターコンペア出力 
  優先順位 3: PWM 出力 
  優先順位 4: 通常の DO 出力 
 

位相 360/256 度単位で 0-255 

1cycle=4096 分割=1 周期 

1 の期間を 0-4096 で指定 
パルス発生回数=0-255 を指定 
(0 を指定すると連続無制限) 

デジタル入力 

ラッチレジスタ 

ストローブ入力 

この区間でラッチ 

A B C D 

B C X 

デジタル出力 

ストローブ入力 

4.98usec 

B A 

セレクタ 
デジタル出力 DO[3～0] 
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7．ソフトウェア  
対応する OS は、WindowsXP(32Bit),WindowsVista(32Bit),Windows7(64/32Bit),Windows8(64/32Bit) ,Windows8.1 
(64/32Bit)、Windows10(64/32Bit)です。また本製品には ADiox2-API をエクスポートするダイナミックリンクライブラリ郡も提供され、開発環

境として、C/C++言語用ヘッダファイルとインポートライブラリ、VisualBASIC 用定義ファイル、VisualC#用定義ファイル、各言語毎のサンプルソー

ス、本格的なアプリケーションとそのソースなどの SDK が提供されます。ドライバは CARD_ID 毎にインストールする必要があります。 
 

7.1  ドライバのインストール(WindowsXP,WindowsVista) 
（１） 電源を切った PC(IBM-PC/AT 互換機)の、PCI バススロットへ本製品を取り付けて下さい。 
（２） 電源を投入して、WindowsXP を起動して下さい。 
（３） OS は MultifunctionI/O-X2 シリーズを検出したことを、以下のようなメッセージで通知します。 

ここで、一覧または特定の場所からインストールする(詳細)を選んでください。 

 
  

（４） そのままドライバの場所を指定＞CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_xp を指定してください。(CDROM¥は CDROM のドラ

イブ番号)次のようなメッセージが出ますが、問題ありませんので、続行をクリックしてください。 

 
 
（５）ドライバファイルを見つけると次のようにインストール中の待ち画面になります。 

 
 
（６）ドライバのインストールに成功したことを意味する、画面(以下)が出ますので、“完了”をクリックしてください。 
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（７）ここで必ず再起動してください。  
（８）正しくドライバがインストールされていれば、コントロールパネル->システム->デバイスマネージャーでマルチファンクションアダプター-> " 

"MultifunctionI/O X2 series E XXXXXXXX"が表示されているはずです。（XXXXXXXX はバージョン番号＝年月日） 
 

 
 

7.2  ドライバのインストール(Windows7,Windows8,Windows8.1) 
 

ボードを装着し、付属の CDROM をコンピュータの光学ドライブに挿入して起

動して下さい。新しいデバイスを認識すると、ドライバーソフトウェアの検

索方法を要求するメッセージが出ますが、64bit 版では、このメッセ

ージ出ない場合がありますので、このような場合には、コントロールパ

ネル→システム→デバイスマネージャーを開きます。（右の図）すると、

“ほかのデバイス”→“DPIO モジュール”が使用不可の状態にて現れ

ます。もしドライバーソフトウェアの検索方法を要求するメッセージが

出ている場合には次の項目に飛んでください。 
 
 

 
DPIO モジュ―ルをクリックして、“DPIO モジュールのプロパティ”を開き、“ドライバ の更新(U)”ボタンをクリックします。 

  
ドライバーソフトウェアの検索画面が現れるので、“コンピューターを参照してドライバソフトウェアを検索します”をクリック。 

  



    

Page19  4/8/2020
 

MultifunctionI/O-X2 series 

以下のドライバーソフトウェアの場所を聞いてきますので、以下のフォルダを指定してください。そして“次へ(N)”をクリックします。 
CDROM¥は CDROM のドライブ番号です。 

  
以下のインストール画面が現れます。 

  
しばらくすると以下の画面になりますので“閉じる(C)”をクリックしてください。 

  
デバイスマネージャーが MultifunctionI/O-X2----になり黄色の!マークが消えてデバイスが使用可能になります。 

 
ここで一度、再起動してください。 

Windows8.1-32bit 版の場合 
CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_81x86 
 
Windows8.1-64bit 版の場合 
CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_81x64 
 
Windows8-32bit 版の場合  
CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_80x86 
 
Windows8-64bit 版の場合 
CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_80x64 
 
Windows7-32bit 版の場合  
CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_70x86 
 
Windows7-64bit 版の場合  
CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_70x64 
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7.3  ドライバのインストール(Windows10) 
 

ボードを装着し、付属の CDROM をコンピュータの光学ドライブに挿入して起動して下さい。新しいデバイスを認識すると、ドライバー

ソフトウェアの検索方法を要求するメッセージが出ます。“コンピューターを参照してドライバソフトウェアを検索します（R）”を

クリック。（64bit 版では、このメッセージ出ない場合がありますので、このような場合には、コントロールパネル→システム→デバイスマネー

ジャーを開き“ほかのデバイス”→“DPIO モジュール”が使用不可の状態にて現れますので、DPIO モジュ―ルをクリックして、“DPIO モジ
ュールのプロパティ”を開き、“ドライバの更新(U)”ボタンをクリックします。） 
 

  
 

以下のドライバーソフトウェアの場所を聞いてきますので、参照(R)をくクリックしてフォルダを指定するダイアログを開き 
Windows10-32bit 版の場合 CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_10x86 
Windows10-64bit 版の場合 CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_10x64 

を指定し“次へ(N)”をクリックします。（↑CDROM¥は CDROM のドライブ番号です）、更にこのデバイスをインストールしますかと聞いて

くるので、インストールをクリックします。 
 

 

 
  
しばらくすると以下の画面になりますので“閉じる(C)”をクリックし、Windows を再起動してください。 

 
これでドライバのインストールは完了です。 
 
 

 DPIO モジュール 

 DPIO モジュール 
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7.4  DLL のインストールと SDK 
本ボードをハンドリングするアプリケーションと同一フォルダに、DLL をコピーします。コピー元は 

32Bit 版  CDROM¥MFIO_X2¥driver¥dll_x86 
64Bit 版  CDROM¥MFIO_X2¥driver¥dll_x64 

 
API はオープンで、自由に使えます。API を使うためのサンプルソースなども付属します。サンプルソースは、WEB 上にも公開されており、製品購入前

に、検討することも可能です。API の使い方等については、ADiox2-API リファレンスマニュアルを参照してください。 
 

7.5 サンプルアプリケーション 
本製品の使用方法は、付属アプリを使う、付属のライブラリ(ADiox2-API)で開発する、付属アプリやサンプルのコードを改良する、など

様々な手法が利用できます。 
 

1.ADiox2-API を応用したサンプルソース 
言語毎にサンプルソースが用意されています。VisualC++用 2 つ、VisualC#用 2 つ、VisualBASIC 用の 1 つの計 5 つのプロジ

ェクトで殆どの機能をマスターします。ソ－スコードはわずか 500 行程度とシンプルです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.Console2.exe 
ADiox2-API を駆使した本格的なプリケーションソフトウェアも用意しております。ソースコードもオープンですのでこれをベースに独自の

ソフトウェアを開発することができます。 
 
 

   
3.ADiox2-API を直接操作する 
ソフトウェアは ADiox2-API を使って自作することができます。シンプルで機種依存の少ないライブイラリで、沢山の機能を効率的に使うこ

とが出来るようになっています。信号解析、信号調節、ロガー、波形生成、波形描画アシスト、高速ファイル保存などの満載しており、短

いソースで高度なアプリケーションを実現できます。 
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8 出荷検査 
本製品は、以下の製品出荷試験を全数行っています。（ファンクションテスト、内部レジスタの検査、ループバックテスト） 
 

9．注意点・その他 
 
 9.1 一般禁止事項 

本製品に対する高温、多湿、急激な温度変化（結露）、静電気、腐食性ガス（強酸、強力アルカリを含む）、導電性の粉塵、振動、基板へのスト

レス、衝撃、過電圧、逆電圧、短絡、出力端子の過負荷や出力同士のショート、紫外線よりも短い波長の電磁波を大量に浴びせる事、カビ、強

電界・強磁界など、電子機器にとって有害な環境での使用を避けて下さい。また、PCI-Expressバスへの実装は必ずネジ止めをして下さい。このよ

うな状況下における使用は、保証外、サポート対象外になります。また、システムへの組み込みの際には、十分な検証を行って下さい。 
 

9.2 ケーブル長さ 
本DIOボードはTTLインターフェースであるため、ケーブルの長さは、短めにして下さい。特に、高速の信号を扱う場合、ノイズの多い環境で使用する

場合にはケーブルの選択に注意して下さい。 
 
 9.3 本仕様書の扱い 

＜製品との相違＞  本仕様書は、ご利用者が理解しやすいよう努力しておりますが、万一、本仕様書と製品が異なる場合には、製品を優先させ

ていただきます。また、本仕様書の主観的解釈の可能な個所についても、同様に、製品を優先とさせていただきます。 
 

＜品質と機能＞  本製品の品質および機能が、ご利用者の使用目的に適合することを保証するものではありません。従って、本製品の選択導入

はご利用者の責任でおこなっていただき、本製品の使用や、その結果の直接的または間接的ないかなる損害についても同様とします。従って、システ

ムに組み込む場合、十分な検証を行って下さい。 
 

＜バージョンアップ＞  ドライバや仕様書のバージョンアップや修正などを、ホームページ、メール、CDROM の配布等の何らかの手法で提供いたしま

す。ただし、弊社の諸事情により迅速な対応がとれない場合もあります。また、これらは、その遂行義務を弊社が負うものではありません。 
 
 9.4 長期の保存 

本製品を長期保存なさる場合、結露やダンボールから発生する硫化水素ガスなどによって、短期間に腐食する場合が有ります。これを防ぐには、結

露しない環境に保管し、かつ腐食性ガスを遮断できるようにビニールなどでパッケージングして下さい。また、長期保存後は、2～3 時間のエージングを

なさってから使用して下さい。 
 
 9.5 総合信頼性試験等 

本製品は、PCI-Express ボードであり、PC や、さらにその上位の装置に組み込まれて動作します。従って、振動、温度、温度サイクル、静電破壊

などの諸条件に対する能力は、組み込まれる PC や装置全体によって、大きく左右されます。また、使用環境の温度、湿度、温度変化、通風状

況、粉塵状況、電磁波状況、振動によっても必要な環境適応能力は異なってきます。ゆえに、これら組み込みシステム上での信頼性を要求される

場合には、別途総合試験を行なって、仕様環境に耐えうることを確認する必要があります。 
 
 9.6 工業所有権、著作権 

本製品の使用により、第三者の工業所有権・著作権に関わる問題が生じた場合、弊社の製造、製法に関わるもの以外については、弊社はその責

を負いませんのでご了承下さい。また、弊社の許可無しに、回路、プログラマブルデバイス構成データ、ボード上の EEPROM、ドライバソフトウェアに対

するリバースエンジニアリングを禁止します。このような結果生じた損害についても、弊社はその責を負いません。 
 
 9.7 用途 

本製品を輸送機器(自動車、列車、船舶等)、交通信号制御、防災・防犯設備、航空機、宇宙機器、潜水艦、海底中継機器、原子力発電

所、軍事機器、人命に直接関わる医療機器などの極めて高い安全性を要求される用途へのご検討の際には、弊社までご連絡下さい。 
 
 9.8 Mixed モ―ドについて 

AI、DI と AO、DO を同時に動かすミックスモードでは、通常のモードに比べ、入出力共にノイズが増大したり、データの欠損の確立が増えます。（出

力で 0.0005%程度の欠損）また最も低いサンプリング周波数（5.625MHz）以外では正常に動作しません。 
 

10．接続方法・アクセサリ 
主な接続方法を以下に示します。ケーブルは両端コネクタのほか、片側のみコネクタ（反対側バラ線）もあります。組み込み用途で最もスマートなの

は、HIROSE DX10-28S(50)を使う方法です。この方法では、通常、」相手側機器に基板設計が必要になります。 
ADXⅡ14-90M-PCIEX には、以下の TERM14E 中継基板（28pin ハーフピッチコネクタを 7.62mm ピッチ 2 段端子台に変換）をラインナ

ップしており、配線や接続、テストの負担を軽減します。アクセサリとの接続フローを以下に示します。 
 
 中継基板 

 
TERM14E 
[端子台] 

コネクタ 
 
HIROSE 
DX10A-28S 

 

ケーブル 
V100I 
V150I 
V200I 

 
 
 
ADXⅡ14-90M-PCIEX-BP75 
ADXⅡ14-90M-PCIEX-BP50 


	目次
	1.概要
	2．基本仕様
	3．インターフェース仕様(コネクタジャンパ・入出力規格)
	3.1 コネクタ・ジャンパ一覧
	3.2 デジタル入力
	3.3 デジタル出力
	3.4 アナログ入力
	3.5 アナログ出力
	3.6 エンコ－ダカウンター／パルスカウンター
	3.7 周波数カウンター
	3.8 トリガ・リングバッファ
	3.9 プリデジタルフィルタ+デシメータ
	3.10 ポストデジタルフィルタ
	3.11 DIO インターフェース（JP7、28pin ハーフピッチコネクタ）詳細
	3.12 ジャンパ
	3.13 アンチエイリアスフィルタ・スムージングフィルタ
	3.14 チャタリングキャンセラ（デジタル入力）
	3.15 CARD_ID
	3.16 サブ基板との接続

	4．リングバッファ・トリガエンジン
	4.1 大容量リングバッファ・アナログデジタル入力
	4.2 大容量リングバッファ・アナログデジタル出力
	4.3 多機能トリガコントローラー
	4.4 サイクリックトリガ
	4.5 トリガイネーブル

	5．校正及びアナログ回路の高性能化
	6．カウンタ/PWM/ラッチ/割り込み
	6.1 32Bit 多機能エンコーダカウンター
	6.2 周波数カウンター
	6.3 PWM ジェネレーターx4ch
	6.4 ストローブ送信・受信
	6.5 DI 割り込みx4ch
	6.6 DO への各種機能のマッピング

	7．ソフトウェア
	7.1 ドライバのインストール(WindowsXP/WindowsVista)
	7.2 ドライバのインストール(Windows8.1/Windows8/Windows7)
	7.3 ドライバのインストール(Windows10)
	7.4 DLL のインストールとSDK
	7.5 サンプルアプリケーション

	8 出荷検査
	9．注意点・その他
	9.1 一般禁止事項
	9.2 ケーブル長さ
	9.3 本仕様書の扱い
	9.4 長期の保存
	9.5 総合信頼性試験等
	9.6 工業所有権、著作権
	9.7 用途

	10．接続方法・アクセサリ


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


